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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示する表示部と、
　前記表示部による表示動作を制御する表示制御部と、
　前記表示部の表示画面上における操作者による操作位置を検出する操作位置検出部と、
　前記操作位置検出部によって２ヶ所の操作位置が同時期に検出されたかを検出する個数
検出部と、
　前記個数検出部により前記２ヶ所の操作位置が検出されたとき、一方の前記操作位置が
初期位置から連続する座標位置となる前記操作位置として続けて前記操作位置検出部によ
り検出された後に当該検出が停止した場合における、当該初期位置から当該停止した第１
次停止位置までの移動量を示す第１移動情報を検出する第１移動情報検出部と、
　前記個数検出部により前記２ヶ所の操作位置が検出されたとき、他方の前記操作位置が
初期位置から連続する座標位置となる前記操作位置として続けて前記操作位置検出部によ
り検出された後に当該検出が停止した場合における、当該初期位置から当該停止した第１
次停止位置までの移動量を示す第２移動情報を検出する第２移動情報検出部と、
　前記表示制御部が前記表示部に複数の数値を値の大きさ順に順次切り換えて表示させる
場合における表示切換毎の数値変化量を、前記第１移動情報検出部によって検出された移
動量から算出する数値変化量算出部と、
　前記第２移動情報検出部によって検出された移動量から、前記表示制御部が前記数値変
化量で前記数値を順次切り換える場合における表示切換毎の切換速度を算出する切換速度
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算出部とを備え、
　前記表示制御部は、前記算出された数値変化量で前記数値を前記表示部に順次切り換え
て表示し、当該切換表示時の切換速度を前記算出された切換速度とする表示装置。
【請求項２】
　前記第１移動情報検出部は、前記初期位置から前記第１次停止位置までの移動方向を前
記移動量と共に検出し、
　前記第１移動情報検出部によって検出された前記第１次停止位置から連続する座標位置
となる操作位置が予め定められた方向に続けて前記操作位置検出部により検出された後に
当該検出が再度停止した場合における、前記第１次停止位置から当該再度停止した第２次
停止位置までの移動量を検出する第３移動情報検出部と、
　前記第３移動情報検出部によって検出された前記移動量に応じて、前記表示部への表示
対象とされる数値の第１表示態様を決定する第１表示態様決定部とを更に備え、
　前記表示制御部は、前記第１表示態様決定部により決定された第１表示態様を用いて、
前記算出された数値変化量で前記数値を前記表示部に順次切り換えて表示し、当該切換表
示時の切換速度を前記算出された切換速度とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第２移動情報検出部は、前記初期位置から前記第１次停止位置までの移動方向を前
記移動量と共に検出し、
　前記第２移動情報検出部によって検出された前記第１次停止位置から連続する座標位置
となる操作位置が予め定められた方向に続けて前記操作位置検出部により検出された後に
当該検出が再度停止した場合における、前記第１次停止位置から当該再度停止した第２次
停止位置までの移動量を検出する第４移動情報検出部と、
　前記第４移動情報検出部によって検出された前記移動量に応じて、前記表示部への表示
対象とされる数値について、前記第１表示態様とは異なる第２表示態様を決定する第２表
示態様決定部とを更に備え、
　前記表示制御部は、前記第１表示態様及び前記第２表示態様を用いて、前記算出された
数値変化量で前記数値を前記表示部に順次切り換えて表示し、当該切換表示時の切換速度
を前記算出された切換速度とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第１表示態様決定部は、前記表示態様を色又は大きさの一方として決定し、第２表
示態様決定部は、前記表示態様を色又は大きさの他方として決定する請求項３に記載の表
示装置。
【請求項５】
　前記数値変化量算出部は、前記数値変化量を、前記第１移動情報検出部によって検出さ
れた移動量が大きいほど、前記数値変化量を大きな値として算出する請求項１乃至請求項
４のいずれかに記載の表示装置。
【請求項６】
　前記切換速度算出部は、前記切換速度を、前記検出された移動量が大きいほど、前記切
換速度を速い値として算出する請求項１乃至請求項５のいずれかに記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第３移動情報検出部は、前記第１移動情報検出部による前記第１次停止位置の検出
時から一定時間の経過後に、前記操作位置の移動を検出した場合は、前記予め定められた
方向を、前記第１移動情報検出部によって検出された移動方向と同一方向を示す方向とす
る請求項２乃至請求項４のいずれかに記載の表示装置。
【請求項８】
　前記第４移動情報検出部は、前記第２移動情報検出部による前記第１次停止位置の検出
時から一定時間の経過後に、前記操作位置の移動を検出した場合は、前記予め定められた
方向を、前記第２移動情報検出部によって検出された移動方向と同一方向を示す方向とす
る請求項３又は請求項４に記載の表示装置。
【請求項９】
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　表示部による表示動作を制御する表示制御部と、
　前記表示部の表示画面上における操作者による操作位置を検出する操作位置検出部と、
　前記操作位置検出部によって２ヶ所の操作位置が同時期に検出されたかを検出する個数
検出部と、
　前記個数検出部により前記２ヶ所の操作位置が検出されたとき、一方の前記操作位置が
初期位置から連続する座標位置となる前記操作位置として続けて前記操作位置検出部によ
り検出された後に当該検出が停止した場合における、当該初期位置から当該停止した第１
次停止位置までの移動量を示す第１移動情報を検出する第１移動情報検出部と、
　前記個数検出部により前記２ヶ所の操作位置が検出されたとき、他方の前記操作位置が
初期位置から連続する座標位置となる前記操作位置として続けて前記操作位置検出部によ
り検出された後に当該検出が停止した場合における、当該初期位置から当該停止した第１
次停止位置までの移動量を示す第２移動情報を検出する第２移動情報検出部と、
　前記表示制御部が前記表示部に複数の数値を値の大きさ順に順次切り換えて表示させる
場合における表示切換毎の数値変化量を、前記第１移動情報検出部によって検出された移
動量から算出する数値変化量算出部と、
　前記第２移動情報検出部によって検出された移動量から、前記表示制御部が前記数値変
化量で前記数値を順次切り換える場合における表示切換毎の切換速度を算出する切換速度
算出部として、コンピューターを機能させ、
　前記表示制御部が、前記算出された数値変化量で前記数値を前記表示部に順次切り換え
て表示し、当該切換表示時の切換速度を前記算出された切換速度とするように、コンピュ
ーターを機能させる表示制御プログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置及び表示制御プログラムに関し、特に、表示部に数値を順次切り換
えて表示させる技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像形成装置、スマートフォン等の携帯端末、及びパーソナルコンピューター等では、
その表示部に、これら各装置で動作可能な機能等について操作者が設定可能な設定値の候
補が表示され、操作者による表示画面へのタッチ操作に基づいて、タッチパネル機能等に
より所望の設定値の入力を受け付ける（下記特許文献１参照）。このような装置では、操
作者が所望の設定値を選択しやすくなるように、設定値として入力可能な各数値を、順次
切り換えて表示させる。例えば、入力可能な数値が1～1000の場合、数値を切り換えて表
示させる指示を操作者が入力すると、1→2→3→…→998→999→1000のように、数値が1ず
つの数値変化量で順次切り換わって表示される。
【０００３】
　また、このような順次の切換表示中に、操作者が数値を選択しないときは、当該切換表
示時における数値変化量を大きくすることも行われている。例えば、上記のように数値を
1ずつ順次切り換えて表示しているときに、操作者が数値を選択しない場合、途中から、
…→50→60→70→80→90→100→…のように、数値を10ずつの数値変化量で順次切り換え
て表示する。これにより、操作者が選択したい数値に早く辿り着けるようにする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－１２０６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記のように、上記設定値の候補を示す数値が表示部に順次切り換わって表示される場
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合、操作者が自身にとっての見やすさ及び操作性を向上させるためには、上記切換時の数
値変化量の幅を適宜変更できることが好ましく、また、切換時の速度も操作者が適宜変更
できることが好ましい。さらには、当該数値変化量及び切換速度を変更する際の操作は、
操作者にとって容易であることが好ましい。
【０００６】
　本発明は、上記の問題を解決するためになされたもので、装置において動作可能な機能
についての設定値の候補として表示部に表示される数値の変化量、及び各数値の表示切り
換え速度を、操作者による簡単な操作で変更可能にすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一局面に係る表示装置は、画像を表示する表示部と、
　前記表示部による表示動作を制御する表示制御部と、
　前記表示部の表示画面上における操作者による操作位置を検出する操作位置検出部と、
　前記操作位置検出部によって２ヶ所の操作位置が同時期に検出されたかを検出する個数
検出部と、
　前記個数検出部により前記２ヶ所の操作位置が検出されたとき、一方の前記操作位置が
初期位置から連続する座標位置となる前記操作位置として続けて前記操作位置検出部によ
り検出された後に当該検出が停止した場合における、当該初期位置から当該停止した第１
次停止位置までの移動量を示す第１移動情報を検出する第１移動情報検出部と、
　前記個数検出部により前記２ヶ所の操作位置が検出されたとき、他方の前記操作位置が
初期位置から連続する座標位置となる前記操作位置として続けて前記操作位置検出部によ
り検出された後に当該検出が停止した場合における、当該初期位置から当該停止した第１
次停止位置までの移動量を示す第２移動情報を検出する第２移動情報検出部と、
　前記表示制御部が前記表示部に複数の数値を値の大きさ順に順次切り換えて表示させる
場合における表示切換毎の数値変化量を、前記第１移動情報検出部によって検出された移
動量から算出する数値変化量算出部と、
　前記第２移動情報検出部によって検出された移動量から、前記表示制御部が前記数値変
化量で前記数値を順次切り換える場合における表示切換毎の切換速度を算出する切換速度
算出部とを備え、
　前記表示制御部は、前記算出された数値変化量で前記数値を前記表示部に順次切り換え
て表示し、当該切換表示時の切換速度を前記算出された切換速度とする。
【０００８】
　また、本発明の一局面に係る表示制御プログラムは、表示部による表示動作を制御する
表示制御部と、
　前記表示部の表示画面上における操作者による操作位置を検出する操作位置検出部と、
　前記操作位置検出部によって２ヶ所の操作位置が同時期に検出されたかを検出する個数
検出部と、
　前記個数検出部により前記２ヶ所の操作位置が検出されたとき、一方の前記操作位置が
初期位置から連続する座標位置となる前記操作位置として続けて前記操作位置検出部によ
り検出された後に当該検出が停止した場合における、当該初期位置から当該停止した第１
次停止位置までの移動量を示す第１移動情報を検出する第１移動情報検出部と、
　前記個数検出部により前記２ヶ所の操作位置が検出されたとき、他方の前記操作位置が
初期位置から連続する座標位置となる前記操作位置として続けて前記操作位置検出部によ
り検出された後に当該検出が停止した場合における、当該初期位置から当該停止した第１
次停止位置までの移動量を示す第２移動情報を検出する第２移動情報検出部と、
　前記表示制御部が前記表示部に複数の数値を値の大きさ順に順次切り換えて表示させる
場合における表示切換毎の数値変化量を、前記第１移動情報検出部によって検出された移
動量から算出する数値変化量算出部と、
　前記第２移動情報検出部によって検出された移動量から、前記表示制御部が前記数値変
化量で前記数値を順次切り換える場合における表示切換毎の切換速度を算出する切換速度
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算出部として、コンピューターを機能させ、
　前記表示制御部が、前記算出された数値変化量で前記数値を前記表示部に順次切り換え
て表示し、当該切換表示時の切換速度を前記算出された切換速度とするように、コンピュ
ーターを機能させる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、装置に入力する数値を操作者に選択させるために入力候補の数値が順
次切り換わって表示部に表示される際における、当該切換表示時の数値変化量及び切換速
度を、簡単な操作で変更することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１実施形態に係る表示装置としての情報処理装置が備える内部構成の
概略を示すブロック図である。
【図２】情報処理装置における表示制御の第１実施形態を示すフローチャートである。
【図３】表示部の表示画面の一例を示す図である。
【図４】表示部の表示画面の一例を示す図である。
【図５】拡大率・縮小率設定画像表示領域に操作者が指で触れた状態を示す図である。
【図６】操作者が表示画面上でマルチタッチ操作により人指し指及び親指をスライド移動
させる様子を示す図である。
【図７】（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）は異なるスライド移動量で人指し指をスライド移動させた状
態を示す図である。
【図８】（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）は異なるスライド移動量で親指をスライド移動させた状態を
示す図である。
【図９】本発明の第２実施形態に係る表示装置としての情報処理装置が備える内部構成の
概略を示すブロック図である。
【図１０】情報処理装置における表示制御の第２実施形態を示すフローチャートである。
【図１１】情報処理装置における表示制御の第２実施形態を示すフローチャートである。
【図１２】第１次停止位置からの予め定められた方向への人指し指のスライド移動の一例
を示す図である。
【図１３】（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）は第１次停止位置から第２次停止位置に至るまでの人指し
指のスライド移動及び移動量を示す図である。
【図１４】第１次停止位置からの予め定められた方向への親指のスライド移動の一例を示
す図である。
【図１５】（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）は第１次停止位置から第２次停止位置に至るまでの親指の
スライド移動及び移動量を示す図である。
【図１６】情報処理装置１による表示処理の第３実施形態を示すフローチャートである。
【図１７】第１次停止位置からそれまでと同一方向に指がスライド移動する状態を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の一実施形態に係る表示装置及び表示制御プログラムについて図面を参照
して説明する。図１は、本発明の一実施形態に係る表示装置としての情報処理装置が備え
る内部構成の概略を示すブロック図である。
【００１２】
　本発明の一実施形態に係る表示装置としての情報処理装置１は、制御ユニット１０と、
ＲＯＭ１１と、ＲＡＭ１２と、ＨＤＤ１３と、表示部１４と、通信インターフェイス１５
と、入力部１６とを備える。これら各部は、互いにＣＰＵバスによりデータ又は信号の送
受信が可能とされている。
【００１３】
　制御ユニット１０は、ＣＰＵ等からなり、情報処理装置１全体の動作制御を司る。ＲＯ
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Ｍ１１は、情報処理装置１の基本動作についての動作プログラムを記憶する。ＲＡＭ１２
は、制御ユニット１０の動作領域等として使用される。
【００１４】
　ＨＤＤ１３は、その記憶領域の一部に、印刷の対象とする文書データ又は画像データ等
の各種データを記憶する。ＨＤＤ１３には、本発明の一実施形態に係る表示制御プログラ
ムが記憶されている。制御ユニット１０は、当該表示制御プログラムに従って動作するこ
とで、制御部１００（当該表示制御に係る機能のみ）、個数検出部１０１、第１移動情報
検出部１０２、第２移動情報検出部１０３、数値変化量算出部１０４、切換速度算出部１
０５として機能する。但し、制御ユニット１０の制御部１００（当該表示制御に係る機能
のみ）、個数検出部１０１、第１移動情報検出部１０２、第２移動情報検出部１０３、数
値変化量算出部１０４、及び切換速度算出部１０５は、表示制御プログラムに基づく動作
によらず、それぞれハード回路により構成されてもよい。以下、特に触れない限り、各実
施形態について同様である。
【００１５】
　表示部１４は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）等からなり、各種データの内容、当
該情報処理装置１を操作する操作者に対する操作案内等が表示される。通信インターフェ
イス１５は、ネットワーク接続された複合機等とのデータ通信を行うためのインターフェ
イスとして機能する。
【００１６】
　表示部１４には、タッチパネル部１４１が設けられている。タッチパネル部１４１は、
表示部１４の表示画面部分に設けられており、当該表示画面上における操作者による接触
を接触位置（座標位置）と共に検知する。タッチパネル部１４１は、操作者による当該接
触を検知すると、当該接触位置を示す検知信号を、制御部１００、個数検出部１０１、第
１移動情報検出部１０２、及び第２移動情報検出部１０３等に出力する。
【００１７】
　タッチパネル部１４１は、操作者が表示部１４の表示画面上に指を接触させた状態で、
指を表示画面上でスライド移動させると、最初に接触を検出した初期位置から、最後に接
触を検出した最終位置までの各移動位置を示す検知信号を制御部１００に出力する。また
、タッチパネル部１４１は、操作者が表示部１４の表示画面上に同時期に２つの指を接触
させた場合には、当該２つの指による各接触位置を検出する。これにより、タッチパネル
部１４１からの検知信号に基づいて、マルチタッチ操作が可能とされている。なお、タッ
チパネル部１４１は、特許請求の範囲における操作位置検出部の一例となる。なお、当該
タッチパネル部１４１には、表示画面への接触がなくても、操作者の指等が表示画面に対
して一定距離まで接近した場合に当該指等を検出するタッチパネルも含まれる。このため
、本実施形態でいう「接触」には、表示画面への接触がなくても指等が上記一定距離まで
接近したことがタッチパネル部１４１の機能により検出される状態も、実質的に接触した
として含まれるものとする。本実施形態では、「接触位置」が特許請求の範囲における操
作位置の一例となる。
【００１８】
　入力部１６は、キーボードやマウス等から構成され、情報処理装置１に対する操作指示
が操作者から入力される。例えば、ドキュメントの印刷指示等が入力部１６に入力される
。
【００１９】
　制御ユニット１０は、上述したように、制御部１００、個数検出部１０１、第１移動情
報検出部１０２、第２移動情報検出部１０３、数値変化量算出部１０４、及び切換速度算
出部１０５を備える。
【００２０】
　制御部１００は、情報処理装置１全体の動作制御を司るものである。
【００２１】
　個数検出部１０１は、タッチパネル部１４１からの検知信号に基づいて、タッチパネル
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部１４１により２ヶ所の接触位置が同時期に検出されたかを検出する。
【００２２】
　第１移動情報検出部１０２は、個数検出部１０１により２ヶ所の接触位置が検出された
ときに、一方の接触位置の初期位置から連続した座標位置となる接触位置が続けてタッチ
パネル部１４１により検出された後、当該検出が停止して停止位置（第１次停止位置）が
検出された場合に、初期位置から第１次停止位置までの移動量を、タッチパネル部１４１
から取得する上記検知信号に基づいて検出する。
【００２３】
　第２移動情報検出部１０３は、個数検出部１０１により検出された２ヶ所の接触位置で
あって、上記一方側とは異なる他方側の初期位置から連続した座標位置となる接触位置が
続けてタッチパネル部１４１により検出された後、当該検出が停止して停止位置（第１次
停止位置）が検出された場合に、初期位置から第１次停止位置までの移動量を、タッチパ
ネル部１４１から取得する上記検知信号に基づいて検出する。
【００２４】
　数値変化量算出部１０４は、制御部１００が表示部１４に複数の数値を値の大きさ順に
順次切り換えて表示させる場合における、表示切換毎の数値変化量を、第１移動情報検出
部１０２によって検出された移動量から算出する。
【００２５】
　切換速度算出部１０５は、第２移動情報検出部１０３によって検出された上記移動量か
ら、制御部１００が上記算出された数値変化量で数値を順次切り換える際における表示切
換毎の切換速度を算出する。
【００２６】
　制御部１００は、特許請求の範囲における表示制御部として、表示部１４の表示動作を
制御する。制御部１００は、複数の数値を値の大きさ順に順次切り換えて、表示部１４に
表示させる。制御部１００は、数値変化量算出部１０４によって算出された数値変化量で
数値を順次切り換えて表示し、当該切換表示時の切換速度を切換速度算出部１０５によっ
て算出された切換速度として、表示対象とする数値を表示部１４に切り換えて表示させる
。
【００２７】
　制御部１００が、例えば、数値0～1000を順次切り換えて表示する場合に、数値を0→1
→2→3→…→998→999→1000のように、1ずつの単位で表示を切り換える場合には、当該1
が上記数値変化量である。
【００２８】
　また、制御部１００が、数値0～1000を順次切り換えて表示する場合に、数値を0→10→
20→…→980→990→1000のように、10ずつの単位で表示を切り換える場合には、当該10が
上記数値変化量である。
【００２９】
　また、上記切換速度は、制御部１００が数値を上記数値変化量で切換表示する際におけ
る、表示中の数値から次に表示する数値に切り換えるまでの時間、換言すれば、表示対象
とされる複数の数値のうち１つの数値を表示する表示時間である。
【００３０】
　次に、情報処理装置１における表示部１４の表示制御について第１実施形態を説明する
。図２は、情報処理装置１における表示制御の第１実施形態を示すフローチャートである
。図３は表示部１４の表示画面の一例を示す図である。
【００３１】
　情報処理装置１において、例えばワードプロセッサー等が起動されている状態で、操作
者が、入力部１６にドキュメントの印刷指示を入力すると、この印刷指示に基づいて、制
御部１００がプリンタードライバーを起動させる。表示部１４には、制御部１００による
表示制御により、図３に示すような印刷設定画面Ｄ１が表示されているものとする（Ｓ１
）。
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【００３２】
　この印刷設定画面Ｄ１は、印刷画像の拡大率・縮小率を指定する拡大率・縮小率設定画
像表示領域ｄ１、又は印刷部数を設定する部数設定画像表示領域ｄ２を有している。これ
ら拡大率・縮小率設定画像表示領域ｄ１には、情報処理装置１が動作可能な機能として有
する印刷画像の拡大縮小機能についてその設定値である拡大率及び縮小率を操作者から受
け付けるための画像が表示される。部数設定画像表示領域ｄ２は、情報処理装置１が動作
可能な機能として有する印刷部数設定機能の設定値を、操作者から受け付けるための画像
が表示される。すなわち、印刷設定画面Ｄ１は、これらの各機能の設定値を受け付けるた
めの設定値入力画面である。
【００３３】
　表示部１４に印刷設定画面Ｄ１が表示されている状態において、操作者が、例えば、拡
大率・縮小率設定画像表示領域ｄ１に指で接触すると、タッチパネル部１４１が、当該接
触位置における表示画面上の座標位置を検出する。制御部１００は、当該検出された座標
位置と、拡大率・縮小率設定画像表示領域ｄ１の座標位置として予め記憶している座標位
置との一致をもって、操作者による拡大率・縮小率設定画像表示領域ｄ１での接触を検出
する。
【００３４】
　このようにして、機能の設定値を受け付けるための画像を表示する領域（拡大率・縮小
率設定画像表示領域ｄ１）における操作者による接触が検出されたとき、更に個数検出部
１０１が当該検出された接触位置が２箇所であるかを検出する（Ｓ２）。
【００３５】
　個数検出部１０１が当該検出された接触位置が２箇所であると検出したとき（Ｓ２でＹ
ＥＳ）、制御部１００は、操作者による表示画面へのマルチタッチ操作により設定値を示
す数値の表示切換についての数値変化量及び切換速度を設定可能であることを示すメッセ
ージを表示部１４に表示させる（Ｓ３）。例えば、操作者が図４に示すようにして、拡大
率・縮小率設定画像表示領域ｄ１に２つの指で接触したとき、制御部１００は、図５に例
を示すメッセージ画面Ｄ２を、ポップアップウインドウにより印刷設定画面Ｄ１上に表示
させる。制御部１００は、当該メッセージ画面Ｄ２の表示を予め定められた時間（例えば
、5秒）の経過後に停止させる。なお、Ｓ２でＮＯの場合は、処理は終了する。
【００３６】
　ここで、第１移動情報検出部１０２は、上記Ｓ２で検出された２箇所の接触位置のうち
の１つの接触位置について、その座標位置を第１初期位置として記憶する。例えば、操作
者が、表示画面に人指し指と親指の２つの指で接触しており、第１移動情報検出部１０２
により人指し指の接触位置を第１初期位置として座標位置が記憶されているものとする。
例えば、第１移動情報検出部１０２は、上記Ｓ２で検出された２つの接触位置のうち、座
標位置がy方向に大きな値となる位置（縦方向において上側の位置）を、人指し指の接触
による当該第１初期位置とする。操作者が、表示部１４の表示画面上で当該第１初期位置
に人指し指を接触させたまま、いずれかの方向に指をスライド移動させると、タッチパネ
ル部１４１は、当該移動に伴って時間経過と共に変化する人指し指の各接触位置を示す検
知信号を、第１移動情報検出部１０２に出力する。
【００３７】
　また、第２移動情報検出部１０３は、上記Ｓ２で検出された２つの接触位置のうち、上
記第１移動情報検出部１０２による検出対象とされた方とは異なる他方の接触位置につい
て、その座標位置を第２初期位置として記憶する。上記例の場合、第２移動情報検出部１
０３により親指の接触位置を初期位置として座標位置が記憶される。例えば、第２移動情
報検出部１０３、上記Ｓ２で検出された２つの接触位置のうち、座標位置がy方向に小さ
な値となる位置（縦方向に下側の位置）を、親指の接触による当該第２初期位置とする。
そして、操作者が、表示部１４の表示画面上で当該第２初期位置に親を接触させたまま、
いずれかの方向に指をスライド移動させると、タッチパネル部１４１は、当該移動に伴っ
て時間経過と共に変化する親指の各接触位置を示す検知信号を、第２移動情報検出部１０
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３に出力する。
【００３８】
　まず、第１移動情報検出部１０２は、タッチパネル部１４１から取得する上記検知信号
の示す各接触位置の座標位置が、上記第１初期位置から連続した（繋がった）座標位置を
示しているかを判断する（Ｓ４）。なお、Ｓ４でＮＯとなる場合は、処理は後述するＳ８
に移る。
【００３９】
　第１移動情報検出部１０２は、上記検知信号の示す各接触位置の座標位置が上記連続し
た座標位置を示していると判断している間は（Ｓ４でＹＥＳ）、当該連続した座標位置を
示す検知信号の受信が続いているか否かを判断している（Ｓ５でＮＯ）。
【００４０】
　ここで、第１移動情報検出部１０２は、当該連続した座標位置を示す検知信号の受信が
終了したとき、例えば、操作者が上記第１初期位置からの人指し指のスライド操作を停止
させたことに応じて、上記第１初期位置からの連続した座標位置を示す接触位置の検出が
終了したと判断したとき（Ｓ５でＹＥＳ）、当該第１初期位置から、当該スライド操作が
停止された最後の接触位置である第１次停止位置までの移動量を、上記検知信号が示す第
１初期位置及び第１次停止位置の各座標位置に基づいて検出する（Ｓ６）。
【００４１】
　続いて、数値変化量算出部１０４は、Ｓ６で算出された人指し指の移動量ＭＡ１に応じ
た上記数値変化量を算出する（Ｓ７）。数値変化量算出部１０４は、例えば、各移動量と
、各移動量に対応する数値変化量とを関連付けてデータテーブルにより記憶している。数
値変化量算出部１０４は、当該データテーブルから、算出した移動量に対応する数値変化
量を読み出すことによって、当該数値変化量を算出する。なお、数値変化量算出部１０４
は、各移動量に対応する係数を記憶しており、当該係数を用いて当該数値変化量を算出す
るようにしてもよい。
【００４２】
　なお、例えば、数値変化量算出部１０４は、上記Ｓ６で算出された移動量ＭＡ１の変化
に比例させて上記数値変化量を算出する。すなわち、数値変化量算出部１０４は、移動量
が大きいほど数値変化量を大きくし、移動量が小さいほど数値変化量を小さくする。
【００４３】
　例えば、図６に示すように、操作者がマルチタッチ操作を行ったとき、第１移動情報検
出部１０２により人指し指の初期位置Ａ１から第１次停止位置Ａ２までの移動量ＭＡ１が
検出されると、数値変化量算出部１０４によって、当該移動量ＭＡ１に対応する数値変化
量が算出される。
【００４４】
　例えば、図７（Ａ）に示すように、操作者が初期位置Ａ１からスライドさせた人指し指
の移動量ＭＡ１が小さい場合（例えば後述する移動量ＭＡ１１０の10分の1）には、制御
部１００が数値を0→1→2→3→…→998→999→1000のように1ずつの単位で表示を切り換
えるように、数値変化量算出部１０４が数値変化量を算出する。
【００４５】
　また、図７（Ｂ）に示すように、移動量ＭＡ１よりも大きな移動量ＭＡ１０２（例えば
、移動量ＭＡ１の2倍）に対しては、制御部１００が数値を0→2→4→6→…→996→998→1
000のように2ずつの単位で表示を切り換えるように、数値変化量算出部１０４が数値変化
量を算出する。
【００４６】
　また、図７（Ｃ）に示すように、移動量ＭＡ１よりも大きな移動量ＭＡ１１０（例えば
、移動量ＭＡ１の10倍）に対しては、制御部１００が数値を0→10→20→30→…→980→99
0→1000のように10ずつの単位で表示を切り換えるように、数値変化量算出部１０４が数
値変化量を算出する。なお、図７（Ｃ）には、図示の簡略化のために、移動量ＭＡ１１０
の大きさを小さめに示している。
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【００４７】
　これにより、操作者が表示部１４の表示画面に人指し指及び親指を接触させてマルチタ
ッチ操作を行う場合に、人指し指をスライド移動させるときのスライド移動量を調整する
ことで、拡大率・縮小率設定画像表示領域ｄ１に表示される数値を切り換えて新たな数値
を表示させる際における、現在表示されている数値から次に表示される数値までの変化量
（幅）を所望の値に設定することが可能になる。
【００４８】
　なお、Ｓ４でＮＯの場合は、第１初期位置から第１次停止位置までの移動量＝0となる
が、数値変化量算出部１０４は、当該移動量＝0に対応する数値変化量として、当該移動
量の検出時点で設定されている数値変化量を算出する。なお、Ｓ４でＮＯとなる場合は、
処理はＳ８に移る。
【００４９】
　そして、第２移動情報検出部１０３は、親指の接触位置についてタッチパネル部１４１
から取得する上記検知信号の示す各接触位置の座標位置が、上記第２初期位置から連続し
た（繋がった）座標位置を示しているかを判断する（Ｓ８）。なお、Ｓ８でＮＯとなる場
合は、処理はＳ１２に移る。
【００５０】
　第２移動情報検出部１０３は、上記検知信号の示す各接触位置の座標位置が上記連続し
た座標位置を示していると判断している間は（Ｓ８でＹＥＳ）、当該連続した座標位置を
示す検知信号の受信が続いているか否かを判断している（Ｓ９でＮＯ）。
【００５１】
　ここで、第２移動情報検出部１０３は、当該連続した座標位置を示す検知信号の受信が
終了したとき、例えば、操作者が上記第２初期位置からの親指のスライド操作を停止させ
たことに応じて、上記第２初期位置からの連続した座標位置を示す接触位置の検出が終了
したと判断したとき（Ｓ９でＹＥＳ）、当該初期位置から、当該スライド操作が停止され
た最後の接触位置である第１次停止位置までの移動量を、上記検知信号が示す第２初期位
置及び当該第１次停止位置の各座標位置に基づいて検出する（Ｓ１０）。
【００５２】
　続いて、切換速度算出部１０５は、上記Ｓ１０で算出された親指の移動量ＭＢ１に応じ
て、制御部１００が上記算出された数値変化量で数値を順次切り換える際における表示切
換毎の切換速度を算出する（Ｓ１１）。例えば、切換速度算出部１０５は、各移動量と、
各移動量に対応する切換速度とを関連付けてデータテーブルにより記憶している。切換速
度算出部１０５は、当該データテーブルから、算出した移動量に対応する切換速度を読み
出すことによって、当該切換速度を算出する。なお、切換速度算出部１０５は、各移動量
に対応する係数を記憶しており、当該係数を用いて当該切換速度を算出するようにしても
よい。
【００５３】
　例えば、図８（Ａ）に示すように、操作者が第２初期位置Ｂ１から第１次停止位置まで
スライドさせた親指の移動量ＭＢ１が検出された場合、切換速度算出部１０５によって、
当該移動量ＭＢ１に対応する表示の切換速度が算出される。例えば、操作者が第２初期位
置Ｂ１からスライドさせた親指の移動量ＭＢ１が小さい場合（例えば後述する移動量ＭＢ
１１０の10分の1）には、制御部１００が数値をn秒単位で表示を切り換えるように、切換
速度算出部１０５が切換速度を算出する。
【００５４】
　また、図８（Ｂ）に示すように、移動量ＭＢ１よりも大きな移動量ＭＢ１０２（例えば
、移動量ＭＢ１の2倍）に対しては、制御部１００が数値を2n秒単位で表示を切り換える
ように、切換速度算出部１０５が切換速度を算出する。
【００５５】
　また、図８（Ｃ）に示すように、移動量ＭＢ１よりも遙かに大きな移動量ＭＢ１１０（
例えば、移動量ＭＢ１の10倍）に対しては、制御部１００が数値を10n秒単位で表示を切
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り換えるように、切換速度算出部１０５が切換速度を算出する。なお、図８（Ｃ）には、
図示の簡略化のために、移動量ＭＢ１１０の大きさを小さめに示している。
【００５６】
　なお、Ｓ８でＮＯの場合は、第２初期位置Ｂ１から第１次停止位置までの移動量＝0と
なるが、切換速度算出部１０５は、当該移動量＝0に対応する切換速度として、移動量Ｍ
Ｂ１の検出時点で設定されている切換速度を算出する。
【００５７】
　これにより、操作者が表示部１４の表示画面に人指し指及び親指を接触させてマルチタ
ッチ操作を行う場合に、親指をスライド移動させるときのスライド移動量ＭＢ１を調整す
ることで、拡大率・縮小率設定画像表示領域ｄ１に表示されている数値から次に表示され
る数値を表示するまでの速度（時間）を所望の値に設定することが可能になる。
【００５８】
　ここまでの処理を操作者による操作と対応付けて説明する。例えば、図５に示したよう
に、操作者が表示部１４に表示されている印刷設定画面Ｄ１の拡大率・縮小率設定画像表
示領域ｄ１に人指し指及び親指の両方で接触すると、第１移動情報検出部１０２が人指し
指による接触位置を第１初期位置Ａ１、第２移動情報検出部１０３が親指による接触位置
を第２初期位置Ｂ１として記憶する。
【００５９】
　続いて、操作者が、図６に示すように、上記第１初期位置Ａ１から人指し指を例えば図
６の上方向にスライド移動させ、ある地点Ａ２で当該スライド動作を停止させ、更に、上
記第２初期位置Ｂ１から親指を例えば図６の下方向にスライド移動させ、ある地点Ｂ２で
当該スライド動作を停止させたとすると、第１移動情報検出部１０２は、当該地点Ａ２の
座標位置を第１次停止位置Ａ２として記憶し、第１初期位置Ａ１から第１次停止位置Ａ２
までの移動量ＭＡ１を算出する。また、第２移動情報検出部１０３は、当該地点Ｂ２の座
標位置を第１次停止位置Ｂ２として記憶し、第２初期位置Ｂ１から第１次停止位置Ｂ２ま
での移動量ＭＢ１を算出する。そして、数値変化量算出部１０４が移動量ＭＡ１に基づい
て数値変化量を算出し、切換速度算出部１０５は、移動量ＭＢ１に基づいて数値の切換速
度を算出する。
【００６０】
　図２を用いた説明に戻る。この後、操作者による拡大率・縮小率設定画像表示領域ｄ１
、又はプルアップ・プルダウンキー画像ｄ１２における接触がタッチパネル部１４１によ
り検出されると、制御部１００は、Ｓ７で数値変化量算出部１０４により算出された数値
変化量と、さらに、Ｓ１１で切換速度算出部１０５により算出された切換速度を用いて、
表示対象とする複数の数値を順次切り換えて表示部１４に表示させる（Ｓ１２）。
【００６１】
　これにより、操作者は、マルチタッチ操作により人指し指及び親指を異なる２方向にス
ライド移動させ、初期位置からの人指し指及び親指の各スライド移動量を調整するという
簡単な操作で、表示部１４に設定値の候補値として切換表示される数値について、その数
値変化量と切換速度の両方を調整できる。
【００６２】
　例えば、操作者は、数値が値1毎に切換表示される場合には、所望の値を早く表示させ
るために切換速度を速くしたり、数値が値10毎に切換表示される場合には、表示される値
の変化を見やすくするために切換速度を遅くするといった調整を、表示画面上でのマルチ
タッチ操作によって簡単に行える。
【００６３】
　すなわち、操作者は、数値表示時における上記数値変化量及び切換速度の変更を、マル
チタッチ操作時の指の動きで行うことが可能であるため、従来のような特別なプログラム
を起動して設定変更を行う場合の操作よりも、効率よく行うことができる。
【００６４】
　なお、上記実施形態は、(1)操作者が人指し指及び親指を同時期にスライド移動させる
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場合と、(2)操作者が人指し指及び親指を表示部１４の表示画面に接触させた後、人指し
指及び親指のいずれか一方を先にスライド移動させ、当該スライド移動を完了した後に、
他方の指をスライド移動させる場合、のいずれも含む。
【００６５】
　操作者による当該人指し指と親指によるスライド操作が同時期に行われる場合、上記Ｓ
４～Ｓ７と、Ｓ８～Ｓ１１の処理は並行して行われる。また、親指の方が先にスライド移
動した場合は、Ｓ８～Ｓ１１の処理が先に行われる。これにより、第１移動情報検出部１
０２及び第２移動情報検出部１０３は、操作者によるマルチタッチ操作による人指し指及
び親指のスライド移動に伴う移動量を検出可能である。
【００６６】
　次に、第２実施形態に係る情報処理装置１を説明する。図９は、本発明の第２実施形態
に係る表示装置としての情報処理装置が備える内部構成の概略を示すブロック図である。
なお、図１を用いて説明した第１実施形態と同様の構成は説明を省略する。
【００６７】
　第２実施形態に係る情報処理装置１の制御ユニット１０は、第３移動情報検出部１０６
、第１表示態様決定部１０７、第４移動情報検出部１０８、及び第２表示態様決定部１０
９を更に備える。
【００６８】
　第３移動情報検出部１０６は、第１移動情報検出部１０２によって検出された第１次停
止位置から連続する座標位置となる接触位置が予め定められた方向に続けてタッチパネル
部１４１により検出された後に当該検出が再度停止した場合における、前記第１次停止位
置から当該再度停止した第２次停止位置までの移動量を検出する。
【００６９】
　第２実施形態では、第１移動情報検出部１０２は、上記初期位置から第１次停止位置ま
での移動量に加え、その移動方向を、上記タッチパネル部１４１からの検知信号の示す初
期位置及び第１次停止位置の座標位置に基づいて検出する。上記予め定められた方向は、
例えば、初期位置から第１次停止位置に向かう当該移動方向に対して直交する方向とされ
る。なお、予め定められた方向は、当該直交方向に限定されず、他の方向とすることも可
能である。
【００７０】
　第１表示態様決定部１０７は、第３移動情報検出部１０６によって検出された上記移動
量に応じて、表示部１４への表示対象とされる数値の第１表示態様を決定する。本実施形
態では、第１表示態様決定部１０７は、第１表示態様として、表示対象とされる数値の表
示色を決定するものとする。第１表示態様決定部１０７は、例えば、各移動量と、各移動
量に対応する表示色とを関連付けてデータテーブルにより記憶している。第１表示態様決
定部１０７は、当該データテーブルから、算出された上記移動量に対応する表示色を読み
出すことによって、当該移動量に応じた表示色を算出する。
【００７１】
　また、第１表示態様決定部１０７により決定される上記表示態様としての表示色として
は、数値を示す文字自体の文字色の他、当該文字が表示される領域の背景色であってもよ
い。以下には、文字色の場合を例にして説明する。
【００７２】
　なお、第１表示態様決定部１０７は、第３移動情報検出部１０６によって検出された上
記移動量の変化に比例させて上記表示色を算出する。すなわち、第１表示態様決定部１０
７は、移動量が大きいほど表示を明るく、例えば暖色系に近付け、移動量が小さいほど表
示色を暗く、例えば、寒色又は黒に近付ける。
【００７３】
　第４移動情報検出部１０８は、第２移動情報検出部１０３によって検出された上記第１
次停止位置から連続する座標位置となる接触位置が予め定められた方向に続けてタッチパ
ネル部１４１により検出した後に当該検出が再度停止した場合における、上記第１次停止
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位置から当該再度停止した第２次停止位置までの移動量を検出する。
【００７４】
　第２実施形態では、第２移動情報検出部１０３は、上記初期位置から第１次停止位置ま
での移動量に加え、その移動方向を、上記タッチパネル部１４１からの検知信号の示す座
標位置に基づいて検出する。上記予め定められた方向は、例えば、初期位置から第１次停
止位置に向かう当該移動方向に対して直交する方向とされる。なお、予め定められた方向
は、当該直交方向に限定されず、他の方向とすることも可能である。
【００７５】
　第２表示態様決定部１０９は、第４移動情報検出部１０８によって検出された上記移動
量に応じて、表示部１４での表示対象とされる数値の第２表示態様を決定する。本実施形
態では、第２表示態様決定部１０９は、第２表示態様として、表示対象とされる数値の文
字サイズを決定するものとする。第２表示態様決定部１０９は、例えば、各移動量と、各
移動量に対応する文字サイズとを関連付けてデータテーブルにより記憶している。第２表
示態様決定部１０９は、当該データテーブルから、算出した移動量に対応する文字サイズ
を読み出すことによって、当該移動量に応じた文字サイズを算出する。なお、第２表示態
様決定部１０９は、各移動量に対応する係数を記憶しており、当該係数を用いて当該文字
サイズを算出するようにしてもよい。
【００７６】
　なお、第２表示態様決定部１０９は、第４移動情報検出部１０８によって検出された上
記移動量の変化に比例させて上記文字サイズを算出する。すなわち、第２表示態様決定部
１０８は、移動量が大きいほど文字サイズを大きくし、移動量が小さいほど文字サイズを
小さくする。
【００７７】
　制御部１００は、第１表示態様決定部１０７により決定された第１表示態様としての例
えば表示色と、第２表示態様決定部１０９により決定された第２表示態様としての例えば
文字サイズとを用いて、上記算出された数値変化量で上記数値を表示部１４に順次切り換
えて表示し、当該切換表示時の切換速度を上記算出された切換速度とする。
【００７８】
　次に、第２実施形態に係る情報処理装置１における表示制御を説明する。図１０及び図
１１は、第２実施形態に係る情報処理装置１における表示制御を示すフローチャートであ
る。なお、図２に示した第１実施形態と同様の処理は説明を省略する。
【００７９】
　第２実施形態では、操作者が、表示画面に接触させた２つの指の一方を一方向にスライ
ド移動させた後、更に当該指を別の第２の方向にスライド移動させるものとし、この第２
方向へのスライド移動時のスライド量に応じて、表示対象とされる数値の表示態様、例え
ば色又は大きさを設定可能とするものである。
【００８０】
　第２実施形態では、図２に示した第１実施形態と同様に、第１移動情報検出部１０２に
より、例えば人指し指についての上記第１初期位置から第１次停止位置までの移動方向及
び移動量が検出され、当該移動量に基づく数値変化量が算出された後に（Ｓ２１～Ｓ２７
）、第３移動情報検出部１０６は、タッチパネル部１４１から取得する検知信号が示す上
記各接触位置の座標位置が、上記第１次停止位置から上記予め定められた方向に連続した
座標位置を示すかを判断する（Ｓ２８）。
【００８１】
　第３移動情報検出部１０６は、上記検知信号の示す各接触位置の座標位置が、第１次停
止位置から連続した座標位置を示していると判断している間は（Ｓ２８でＹＥＳ）、当該
連続した座標位置を示す検知信号の受信が続いているか否かを判断している（Ｓ２９でＮ
Ｏ，Ｓ２８）。なお、Ｓ２８でＮＯの場合は、処理はＳ３２に移る。
【００８２】
　ここで、第３移動情報検出部１０６が、当該連続した座標位置を示す検知信号の受信が
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終了した、すなわち、操作者が上記第１次停止位置からの上記予め定められた方向におけ
る指のスライド操作を停止させ、上記第１次停止位置からの連続した座標位置を示す接触
位置の検出が終了したと判断したときは（Ｓ２９でＹＥＳ）、当該第１次停止位置から、
当該スライド操作が停止された接触位置である第２次停止位置までの移動量を、上記検知
信号が示す第１次停止位置及び第２次停止位置の各座標位置に基づいて検出する（Ｓ３０
）。
【００８３】
　この処理を操作者による操作と対応付けて説明する。例えば、図１２に示すように、操
作者が上記第１次停止位置Ａ２から、人指し指を上記予め定められた方向として上記移動
方向ＤＲ１に対して直交する方向ＤＲ２にスライド移動させ、ある地点Ａ３で当該スライ
ド動作を停止させると、第３移動情報検出部１０６は、当該地点Ａ３の座標位置を第２次
停止位置Ａ３として記憶し、第１次停止位置Ａ２から第２次停止位置Ａ３までの移動量Ｍ
Ａ２を算出する。
【００８４】
　続いて、第１表示態様決定部１０７は、上記Ｓ３０で算出された移動量ＭＡ２に応じて
、制御部１００が上記算出された数値変化量で数値を順次切り換える際における表示色を
決定する（Ｓ３１）。
【００８５】
　上記図１２を用いて説明したように、第３移動情報検出部１０６により第１次停止位置
Ａ２から第２次停止位置Ａ３までの移動量ＭＡ２が検出された場合、第１表示態様決定部
１０７によって、当該移動量ＭＡ２に対応する表示色としての青色が決定される。例えば
、図１３（Ａ）に示すように、操作者が第１次停止位置Ａ２からスライドさせた人指し指
の移動量ＭＡ２が小さい場合（例えば後述する移動量ＭＡ２１０の10分の1）には、制御
部１００が数値を青色で表示させるように、第１表示態様決定部１０７が表示色を決定す
る。
【００８６】
　また、図１３（Ｂ）に示すように、移動量ＭＡ２よりも大きな移動量ＭＡ２０２（例え
ば、移動量ＭＡ２の2倍）に対しては、制御部１００が数値の表示色を緑色として表示を
切り換えるように、第１表示態様決定部１０７が表示色を決定する。
【００８７】
　また、図１３（Ｃ）に示すように、移動量ＭＡ２よりも大きな移動量ＭＡ２１０（例え
ば、移動量ＭＡ２の10倍）に対しては、制御部１００が数値の表示色を赤色として表示を
切り換えるように、第１表示態様決定部１０７が表示色を決定する。なお、図１３（Ｃ）
には、図示の簡略化のために、移動量ＭＡ２１０の大きさを小さめに示している。
【００８８】
　これにより、操作者が表示部１４の表示画面において第１次停止位置Ａ２から予め定め
られた方向へ人指し指をスライド動作させたときにスライド移動量ＭＡ２を調整すること
で、拡大率・縮小率設定画像表示領域ｄ１に順次切換表示される数値の表示色を所望の色
に設定することが可能になる。
【００８９】
　そして、第２移動情報検出部１０３により、例えば親指についての上記初期位置から第
１次停止位置までの移動方向及び移動量が検出され（Ｓ３２～Ｓ３４）、当該移動量に基
づく数値の切換速度が算出された後には（Ｓ３５）、上記と同様にして、第４移動情報検
出部１０８は、タッチパネル部１４１から取得する検知信号が示す上記各接触位置の座標
位置が、上記第１次停止位置から上記予め定められた方向に連続した座標位置を示すかを
判断する（Ｓ３６）。
【００９０】
　第４移動情報検出部１０８は、上記検知信号の示す各接触位置の座標位置が、第１次停
止位置から連続した座標位置を示していると判断している間は（Ｓ３６でＹＥＳ）、当該
連続した座標位置を示す検知信号の受信が続いているか否かを判断している（Ｓ３７でＮ
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Ｏ，Ｓ３６）。
【００９１】
　ここで、第４移動情報検出部１０８が、当該連続した座標位置を示す検知信号の受信が
終了した、すなわち、操作者が上記第１次停止位置からの上記予め定められた方向におけ
る親指のスライド操作を停止させ、上記第１次停止位置からの連続した座標位置を示す接
触位置の検出が終了したと判断したときは（Ｓ３７でＹＥＳ）、当該第１次停止位置から
、当該スライド操作が停止された接触位置である第２次停止位置までの移動量を、上記検
知信号が示す第１次停止位置及び第２次停止位置の各座標位置に基づいて検出する（Ｓ３
８）。
【００９２】
　この処理を操作者による操作と対応付けて説明する。例えば、図１４に示すように、操
作者が上記第１次停止位置Ｂ２から、親指を上記予め定められた方向として上記移動方向
ＤＲ３に対して直交する方向ＤＲ４にスライド移動させ、ある地点Ｂ３で当該スライド動
作を停止させると、第４移動情報検出部１０８は、当該地点Ｂ３の座標位置を第２次停止
位置Ｂ３として記憶し、第１次停止位置Ｂ２から第２次停止位置Ｂ３までの移動量ＭＢ２
を算出する。
【００９３】
　続いて、第２表示態様決定部１０９は、上記Ｓ３８で算出された移動量に応じて、制御
部１００が上記算出された数値変化量で数値を順次切り換える際における文字サイズを決
定する（Ｓ３９）。
【００９４】
　例えば、図１５（Ａ）に示すように、操作者が第１次停止位置Ｂ２からスライドさせた
親指の移動量ＭＢ２が小さい場合（例えば後述する移動量ＭＢ２１０の10分の1）には、
制御部１００が数値を5ptの文字サイズで表示させるように、第２表示態様決定部１０９
が文字サイズを決定する。
【００９５】
　また、図１５（Ｂ）に示すように、移動量ＭＢ２よりも大きな移動量ＭＢ２０２（例え
ば、移動量ＭＢ２の2倍）に対しては、制御部１００が数値の文字サイズを10ptとして表
示を切り換えるように、第２表示態様決定部１０９が文字サイズを決定する。
【００９６】
　また、図１５（Ｃ）に示すように、移動量ＭＢ２よりも遙かに大きな移動量ＭＢ２１０
（例えば、移動量ＭＢ２の5倍）に対しては、制御部１００が数値の文字サイズを25ptと
して表示を切り換えるように、第２表示態様決定部１０９が文字サイズを決定する。なお
、図１５（Ｃ）には、図示の簡略化のために、移動量ＭＢ２１０の大きさを小さめに示し
ている。
【００９７】
　これにより、操作者が表示部１４の表示画面において第1次停止位置Ｂ２から予め定め
られた方向へ親指をスライド動作させたときにスライド移動量ＭＢ２を調整することで、
拡大率・縮小率設定画像表示領域ｄ１に順次切換表示される数値の文字サイズを所望の大
きさに設定することが可能になる。
【００９８】
　なお、上記第３移動情報検出部１０６による検出対象となる指のスライド動作と、第４
移動情報検出部１０８による検出対象となる指のスライド動作とは、同時期に行われても
よい。また、第３移動情報検出部１０６及び第４移動情報検出部１０８による移動量の検
出も同時期に行われてもよい。第１表示態様決定部１０７及び第２表示態様決定部１０９
による表示態様の決定も、同時期に行われてもよい。
【００９９】
　この後、操作者による拡大率・縮小率設定画像表示領域ｄ１、又はプルアップ・プルダ
ウンキー画像ｄ１２における接触がタッチパネル部１４１により検出されると、制御部１
００は、Ｓ２７で数値変化量算出部１０４により算出された数値変化量、Ｓ３１で決定さ
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れた表示色、Ｓ３５で切換速度算出部１０５により算出された切換速度、及びＳ３９で決
定された文字サイズを用いて、表示対象とする複数の数値を順次切り換えて表示部１４に
表示させる（Ｓ４０）。
【０１００】
　これにより、操作者は、表示部１４の表示画面に２つの指で接触して、そのうちの一方
の指を２方向にスライド移動させ、各方向においてのスライド移動量を調整するという一
連の簡単な操作で、表示部１４に設定値の候補値として切換表示される数値の数値変化量
と表示色の両方を調整できる。
【０１０１】
　さらに、操作者は、他方の指を２方向にスライド移動させ、各方向においてのスライド
移動量を調整するという一連の簡単な操作で、上記数値の切換速度と文字サイズの両方を
調整できる。
【０１０２】
　また、操作者は、上記数値変化量や切換速度に合わせて、表示色や文字サイズといった
表示態様を、表示画面上での指のスライド操作によって簡単に行える。
【０１０３】
　すなわち、操作者は、数値表示時における上記数値変化量、切換速度、表色、及び文字
サイズの変更を、シームレスな２つの指の一連の動きで行うことが可能であるため、従来
のような特別なプログラムを起動して設定変更を行う場合の操作よりも、効率よく行うこ
とができる。
【０１０４】
　また、本発明は上記実施の形態の構成に限られず種々の変形が可能である。例えば、図
１６に示すように、上記第２実施形態と同様にして、第１移動情報検出部１０２によって
、第１初期位置から連続した座標位置となる各接触位置が予め定められた一定数連続して
検出された後（Ｓ５４でＹＥＳ）、上記初期位置からの連続した座標位置を示す接触位置
の検出が停止したと判断されたとき（Ｓ５５でＹＥＳ）、第３移動情報検出部１０６が、
例えば制御ユニット１０に内蔵されるタイマーにより、当該検出停止時点、すなわち、第
１次停止位置の検出時点からの時間経過の計測を開始する（Ｓ５６）。第１移動情報検出
部１０２は第１初期位置からの上記移動方向及び移動量を検出し（Ｓ５７）、数値変化量
算出部１０４は数値変化量を算出する（Ｓ５８）。
【０１０５】
　そして、第３移動情報検出部１０６が、第１次停止位置から連続する座標位置となる接
触位置を検出したとき（Ｓ５９でＹＥＳ）、Ｓ５６で計測を開始した経過時間が予め定め
られた一定時間（例えば、2秒。図１６では「所定値」として示す）に達しているか否か
を判断する（Ｓ６０）。
【０１０６】
　第３移動情報検出部１０６は、経過時間が上記一定時間に達していると判断した場合（
Ｓ６０でＹＥＳ）、第１移動情報検出部１０２によって検出された移動方向（すなわち、
初期位置から第１次停止位置に向かう方向）と同一方向に向けて、上記第１次停止位置か
ら連続した座標位置となる各接触位置が予め定められた一定数連続して検出されているか
を判断する（Ｓ６１）。
【０１０７】
　第３移動情報検出部１０６は、上記同一方向に、第１次停止位置から連続した座標位置
となる各接触位置が予め定められた一定数連続して検出されていると判断し（Ｓ６１でＹ
ＥＳ）、上記第１次停止位置からの連続した座標位置を示す接触位置の検出が終了したと
判断したときに（Ｓ６２でＹＥＳ）、当該第１次停止位置から当該第２次停止位置までの
移動量を、上記検知信号が示す第１次停止位置及び第２次停止位置の各座標位置に基づい
て検出する（Ｓ６３）。この後、第２実施形態と同様にして、第１表示態様決定部１０７
が、当該検出された第２次停止位置までの移動量に基づいて表示態様（表示色）を決定す
る（Ｓ６４）。



(17) JP 5961644 B2 2016.8.2

10

20

30

40

50

【０１０８】
　なお、図１６において、丸記号で囲って示す各数字は、図１０及び図１１に丸記号で囲
った同一の数字が示す先の処理に繋がることを示す。
【０１０９】
　また、Ｓ６０において、第３移動情報検出部１０６が、経過時間が上記一定時間に達し
ていないと判断した場合は（Ｓ６０でＮＯ）、図１０及び図１１に示した処理と同様の処
理、すなわち、タッチパネル部１４１から取得する検知信号の示す上記各接触位置の座標
位置が、上記第１次停止位置から上記予め定められた方向に連続した座標位置を示してい
るときに、第１表示態様決定部１０７は、第１次停止位置からの移動量に応じた表示態様
の設定を行う（図１０のＳ２８～Ｓ３１）。
【０１１０】
　例えば、操作者が、初期位置から人指し指をスライド動作させて第１次停止位置で当該
スライド動作を停止させたとき、操作者が次の更なるスライド動作を上記一定時間経過し
てから行うと、第３移動情報検出部１０６は、操作者の指が初期位置から第１次停止位置
に向かって移動していた方向と同一方向におけるスライド動作での移動量を検出し、第１
表示態様決定部１０７が、当該検出された第２次停止位置までの移動量に基づいて表示態
様（表示色）を決定する。
【０１１１】
　このため、図１７に示すように、操作者は、初期位置から第１次停止位置まで人指し指
をスライド移動させた後、第１次停止位置で人指し指を止め、上記一定時間の経過後にそ
れまでのスライド移動と同じ方向に人指し指をスライド移動させれば、当該人指し指のス
ライド移動量を変化させることで、上述した数値変化量算出用の移動量ＭＡ１及び表示色
算出用の移動量ＭＡ２を調整でき、上記数値変化量及び表示色を所望の値に変更できる。
【０１１２】
　なお、第２移動情報検出部１０３による移動量、移動方向及び切換速度の検出後、第４
移動情報検出部１０８による移動量検出、及び第２表示態様決定部１０９による表示態様
決定についても、上記と同様の処理が行われる。
【０１１３】
　また、上記実施形態では、本発明に係る表示装置の一実施形態としてパーソナルコンピ
ューターを例にした情報処理装置１を示しているが、本発明はこれに限定されない。本発
明は、スマートフォン、携帯モバイル機器、画像形成装置等、タッチパネル機能を有する
表示部を有する機器に適用が可能である。
【０１１４】
　また、図１乃至図１７を用いて上記各実施形態に示した構成及び処理は、本発明の一実
施形態に過ぎず、本発明の構成及び処理はこれに限定されるものではない。
【符号の説明】
【０１１５】
１　　　　情報処理装置
１０　　　制御ユニット
１００　　制御部
１０１　　個数検出部
１０２　　第１移動情報検出部
１０３　　第２移動情報検出部
１０４　　数値変化量算出部
１０５　　切換速度算出部
１０６　　第３移動情報検出部
１０７　　第１表示態様決定部
１０８　　第４移動情報検出部
１０９　　第２表示態様決定部
１４　　　表示部
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１４１　　タッチパネル部

【図１】 【図２】
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【図４】 【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図３】
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